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平成23年四市複合事務組合議会第１回定例会会議録 

 

◎議事日程 

  平成23年２月16日（水） 

   午後２時開議 

諸般の報告（議案の送付、出席通知） 

管理者の招集あいさつ 

第１ 八千代市選出議員の議席の指定 

第２ 会期決定の件 

第３ 副議長の選挙 

第４ 議案第１号 平成23年度四市複合事務組合予算 

第５ 議案第２号 平成22年度四市複合事務組合補正予算 

第６ 会議録署名議員の指名 

       …………………………………………………………………………………………………… 

◎本日の会議に付した事件 

 議事日程のとおり 

 

 

     午後２時４分開会 

   ────────────────── 

○議長（宮本博之議員） 出席議員数が定足数に達し

ておりますので、ただいまから、平成23年四市複合事

務組合議会第１回定例会を開会いたします。 

   ────────────────── 

○議長（宮本博之議員） これより会議を開きます。 

 議事日程は、お手元に配付したとおりであります。 

   ────────────────── 

○議長（宮本博之議員） この際、諸般の報告をいた

します。 

 報告事項は、お手元に配付したとおりであります。 

     ［諸般の報告は巻末に掲載］ 

   ────────────────── 

○議長（宮本博之議員） ここで、管理者から、定例

会招集のごあいさつがあります。 

   ────────────────── 

○管理者（藤代孝七市長） 本日、皆様方には大変お

忙しい中をお集まりいただきまして、まことにありが

とうございます。 

 また、皆様には、日ごろ本組合事業に深いご理解と

ご協力を賜り、厚くお礼を申し上げる次第でございま

す。 

 このたびは、八千代市の豊田市長さんには市長再選

を果たされましたこと、心よりお祝いを申し上げます。

また、八千代市議会選出の海老原議員さんと横山議員

さんにおかれましても、ご当選まことにおめでとうご

ざいます。 

 さて、本日ここに、平成23年四市複合事務組合第１

回定例会を招集いたしましてご審議をお願いする案件

は２件であります。 

 まず、議案第１号、平成23年度予算につきましては、

組合の運営経費を含め、特別養護老人ホーム三山園及

び斎場の事業に要する経費を計上したものでありま

す。 

 三山園事業におきましては、介護保険法に基づく事

業所として、利用者に質の高い介護サービスを提供す

るとともに、さらに効率的な経営に努めてまいる所存
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でございます。 

 また、斎場事業におきましては、馬込斎場を円滑に

運営する経費に合わせて第２斎場整備事業に係る経費

を計上したものであり、平成23年度の予算総額といた

しましては12億3,675万円となるものであります。ま

た、構成市の分賦金につきましては、各市の財政事情

が厳しい状況とは存じますが、三山園関係で１億2,645

万9,000円、斎場関係で３億9,633万円のご負担をお願

いするものであります。 

 次に、議案第２号の平成22年度補正予算につきまし

ては、第２斎場整備事業に係るものでありまして、調

査委託料として予算計上しておりました建設地の埋蔵

文化財発掘調査及び周辺環境影響評価に関する調査の

実施に対し、建設地周辺の方々の理解が得られない状

況にありますことから、本年度の執行を見合わせ減額

補正するとともに、周辺環境影響評価に関する調査業

務委託として定めておりました債務負担行為につきま

しては、これを廃止し、平成23年度において改めて設

定をお願いするものでございます。 

 なお、第２斎場整備事業につきましては、これまで

具体的な計画を検討するとともに、建設地周辺の方々

のご理解を得るべく努めてまいりましたが、今なお、

地元との話し合いが進まない状況が続いており、事業

のおくれが見込まれる状況であります。斎場整備は、

地域から特に強い反対のある事業ではありますが、一

日も早い完成を目指して、地元八千代市との連携をさ

らに密にしながら、事業の進展に向けて鋭意努力して

まいりますので、組合議会並びに構成市の皆様には引

き続きご支援を賜りますようお願い申し上げまして、

ご説明とあわせ、定例会招集のあいさつとさせていた

だきます。ありがとうございました。 

   ────────────────── 

○議長（宮本博之議員） これより日程に入ります。 

 日程第１、八千代市選出議員の議席の指定を行いま

す。 

 八千代市選出議員の議席は、お手元に配付した議席

表のとおり指定をいたします。 

   ────────────────── 

○議長（宮本博之議員） 日程第２、会期決定の件を

議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日１日としたいと思います。

これにご異議ありませんか。 

     ［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本博之議員） ご異議なしと認めます。 

 よって、本定例会の会期は、本日１日と決しました。 

   ────────────────── 

○議長（宮本博之議員） 次に、日程第３、副議長の

選挙を行います。 

 お諮りいたします。 

 本選挙は指名推選の方法により行うこととし、議長

が指名することにご異議ありませんか。 

     ［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本博之議員） ご異議なしと認めます。 

 よって、そのように決しました。 

 本組合議会副議長に海老原髙義議員を指名いたしま

す。 

 ただいま指名の海老原髙義議員を当選人と定めるこ

とにご異議ありませんか。 

     ［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本博之議員） ご異議なしと認めます。 

 よって、海老原髙義議員が本組合議会副議長に当選

されました。 

 海老原髙義議員が本席におられますので、会議規則

第31条第２項の規定により、当選の告知をします。 

   ……………………………………………… 

○議長（宮本博之議員） 海老原髙義議員から当選承

諾のごあいさつがあります。 

○８番（海老原髙義議員） 皆さん、どうもありがと

うございました。四市のこの事務組合議会の中で議長

を補佐しながら、懸案である第２斎場の問題も皆さん

とともに協力し合って、一日も早い解決をしたいと思

っております。四市のますますの発展に努力したいと

思いますので、よろしくどうぞお願いいたします。あ

りがとうございました。 

   ────────────────── 

○議長（宮本博之議員） 日程第４、議案第１号平成

23年度四市複合事務組合予算を議題といたします。 
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     [議案第１号は巻末に掲載] 

○議長（宮本博之議員） 提出者から提案説明を求め

ます。 

 事務局長。 

○事務局長（寺田一男） それでは、ただいま議題と

なりました日程第４、議案第１号平成23年度四市複合

事務組合の予算についてご説明いたします。 

 予算書の３ページをお開きください。 

 平成23年度の本組合の予算総額でありますが、第１

条にありますとおり、歳入歳出それぞれ12億3,675万円

を計上いたしました。これは平成22年度予算に対しま

して、総額2,085万円の増額であり、率にしますと1.7％

の増加となります。 

 次に、第２条の債務負担行為でありますが、地方自

治法第214条の規定に基づきまして、債務を負担する行

為をすることができる事項、期間及び限度額を第２表

債務負担行為として定めるものであります。これは議

案第２号の平成22年度予算の補正に伴うものでありま

して、第２斎場整備事業に係る周辺環境影響評価調査

を平成22年度から実施するのを見合わせざるを得ない

ことにより、改めて設定させていただくものでありま

す。 

 次に、第３条、一時借入金でありますが、地方自治

法第235条の３第２項の規定に基づきまして、一時借入

金の借り入れ最高額を１億円と定めるものでありま

す。 

 この内容につきましては、事項別明細書によりまし

て、初めに歳出からご説明申し上げますので、17ペー

ジをお開き願います。 

 まず、第１款の議会費でありますが、組合議会の運

営に必要な経費といたしまして223万円を計上いたし

ました。 

 次に、18ページから20ページになりますが、２款の

総務費は、特別職及び事務局職員の人件費、また、組

合運営経費などといたしまして１億1,180万円を計上

いたしました。22年度との比較では2,890万円の増額で

ありますが、この主な理由としましては、事務職員の

定年退職に伴う退職手当の計上などにより増額となっ

たものでございます。 

 次に、20ページから23ページになりますが、３款民

生費は、特別養護老人ホーム三山園の管理運営に要す

る経費でございます。 

 まず、１目の老人福祉総務費は、主に三山園職員の

人件費などでございまして、３億5,406万8,000円を計

上いたしました。22年度との比較では2,938万1,000円

の増額でございまして、この主な理由は、職員手当等

におきまして、定年退職に伴います退職手当の計上な

どにより増額となるものでございます。 

 次に、２目の老人福祉施設費でございますが、三山

園入所者の生活と介護に加えまして、通所サービス事

業に要する経費や施設の維持管理費などといたしまし

て１億4,871万5,000円を計上いたしました。22年度と

の比較では452万8,000円の増額となっておりますが、

この主な理由としましては、デイサービスの送迎用車

両の更新、買いかえなどによりまして増額となるもの

でございます。 

 このようなことから、民生費の総額といたしまして

は、22年度より3,390万9,000円多い５億278万3,000円

を計上いたしました。 

 次に、23ページから27ページの４款衛生費でござい

ますが、馬込斎場の管理運営に要する経費及び第２斎

場整備に要する費用でございます。 

 １目斎場総務費は、主に馬込斎場職員の人件費など

でございまして、１億3,307万2,000円を計上いたしま

した。22年度との比較では209万7,000円の増額であり

まして、この主な理由としましては、職員手当等にお

いて、地域手当の増加を見込んだことなどによるもの

でございます。 

 次に、第２目斎場施設費につきましては、馬込斎場

の維持管理経費や毎年行っております火葬炉内部の補

修工事費などといたしまして２億3,488万1,000円を計

上いたしました。22年度との比較では2,440万円の減額

となっておりますが、この主な理由としましては、工

事請負費において、冷温水機交換工事などの大規模な

改修工事が昨年に比べて少なくなったことから減額と

なったものでございます。 

 次に、３目第２斎場整備費につきましては、派遣職

員に係る人件費のほか、埋蔵文化財の発掘や環境影響
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評価の調査委託料などとして１億1,155万8,000円を計

上いたしました。22年度との比較では252万円の増額で

ありますが、この主な理由としましては、構成市から

の派遣職員の交代を想定いたしまして、人件費を一部

増額したことなどによるものでございます。 

 なお、委託料の関係につきましては、後ほど議案第

２号でご説明させていただきますけれども、22年度に

計上いたしましたものを、地元理解が得られない状況

の中で今年度の執行が難しいとの判断から減額補正

し、改めて同額を計上させていただいたものでござい

ます。 

 このようなことから、衛生費の総額といたしまして

は、22年度と比較をして1,978万3,000円少ない４億

7,951万1,000円を計上いたしました。 

 ここで第２斎場に関する状況を若干ご説明させてい

ただきたいと思います。昨年、地元自治会などの役員

代表の方を対象にいたしまして意見交換会をさせてい

ただきました際に豊田八千代市長さんのご出席をいた

だきまして、事業への協力要請と地元対策の方針をご

説明していただいて、理解をいただくべく努力してま

いりましたけれども、依然として厳しい状況が続いて

ございます。 

 また、地元のご説得を進める一方で、22年度におき

ましては、第２斎場の建設を目指すに当たりまして、

基本事項を整理し、事業推進の指針といたしますため

に（仮称）四市複合事務組合第２斎場基本計画の策定

を行いました。将来の火葬件数の予測をもとに、ピー

クを迎えます平成57年ごろまでの30年間を計画目標に

設定いたしたものでございまして、この計画の内容に

つきましては、今議会開催前に議員の皆様には説明の

機会を設けさせていただいたところでございます。第

２斎場の早期完成を目指しまして、事業の進展を図る

に当たりましては、地域のご理解を得ながら作業を進

めることが大切であると考えており、引き続き地域と

の対話を重ねてまいります。今後とも一層のご理解と

ご協力を賜りますようお願い申し上げる次第でござい

ます。 

 以上で第２斎場整備に係ります説明を終わりまし

て、引き続きまして、予算の説明に戻ります。 

 27ページをごらんください。 

 第５款公債費でございます。三山園建替事業及び斎

場の火葬炉増設等事業に際しまして借り入れました組

合債の元金と利子の償還金などといたしまして１億

399万5,000円を計上いたしました。22年度との比較で

は596万8,000円の減額でございまして、この理由とい

たしましては、平成８年度馬込斎場空調設備改修事業

債の償還が終了いたしたことから減額となったもので

ございます。 

 最後に、６款予備費につきましては3,643万1,000円

を計上いたしました。 

 以上が歳出予算の概要でございます。 

 続きまして、歳入予算のご説明をいたしますので、

予算書、戻りまして13ページをお開きください。 

 １款の分担金及び負担金のうち、三山園に係ります

１目民生費負担金は５億9,058万2,000円を見込みまし

た。22年度との比較では2,053万6,000円の増額となり

ますが、この理由といたしましては、施設利用負担金

の増加及び共通経費であります総務費において、退職

手当の計上などにより関係市分賦金が増額となったも

のでございます。 

 次に、斎場に係ります２目の衛生費負担金は３億

9,633万円を見込みました。22年度との比較では949万

5,000円の減額となりますが、この主な理由といたしま

しては、先ほど歳出においてご説明をいたしましたが、

昨年度に比べますと、工事請負費において、冷温水機

交換工事などの大規模な改修工事が少なくなったこと

などにより関係市分賦金が減額となるものでございま

す。 

 このようなことから、１款分担金及び負担金の総額

は、22年度と比較して1,104万1,000円多い９億8,691

万2,000円を見込みました。 

 次に、14ページの２款使用料及び手数料でございま

すが、１億2,308万円を見込みました。22年度との比較

では340万円の増額となります。この主な理由は、斎場

の火葬及び遺体保管室利用件数の増加見込みによるも

のでございます。 

 次に、15ページ、５款の繰入金3,195万円は、事務職

員及び介護職員の定年退職に係ります退職手当基金か
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らの繰り入れでございます。 

 次に、６款繰越金は、22年度予算に対します決算見

込み額との差額を計上いたしましたもので、22年度と

比較をして2,591万8,000円減額の8,992万5,000円を見

込みました。 

 最後に、16ページ、７款諸収入でございますけれど

も、斎場の納骨容器等売払収入が主なものでございま

して、485万8,000円を見込みました。 

 以上、歳入歳出予算の概要でございます。 

 ご説明申し上げましたとおり、平成23年度予算につ

きましては、組合事業の円滑なる遂行を期するための

必要な経費を計上いたしましたところであります。何

とぞご審議の上、ご協賛賜りますよう、よろしくお願

い申し上げます。 

 以上でございます。 

   ……………………………………………… 

○議長（宮本博之議員） これより質疑に入ります。 

 なお、質疑の際は、内容によりましては、予算書の

ページなどを添えていただくとわかりやすいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

 質疑ありませんか。 

 渡辺議員。 

○３番（渡辺ゆう子議員） では、よろしくお願いい

たします。 

 まず初めに、三山園の施設費の関連で歳入歳出にか

かわって伺ってまいります。2010年の４月から、特別

養護老人ホームでたんを吸入する医療行為などについ

て介護士の実施が可能になっていますけれども、三山

園ではどのようになっているのかという実態をお伺い

したいのですが。 

○議長（宮本博之議員） 答弁を求めます。 

 滝口三山園長。 

○三山園長（滝口統弘） 三山園では、現在、入所者

のうち、胃瘻の方が８人、経鼻経管栄養が１人、腸瘻

の栄養が１人、たんの吸引が必要な方が７人おられま

すが、看護師が常駐しておりますので、一義的に看護

師が行うものですが、補完的に協力病院の医師との連

携により介護職員が行えるよう、指導看護師により、

知識と技術の施設内研修を進めているところでござい

ます。これにつきましては、これら介護職員による一

部の医療行為について、看護職員の体制がとれない場

合の応急的な対応として準備をしているものでありま

して、公設施設としての看護師の24時間対応につきま

しては、今後も引き続き実施する方針で進めてまいり

たいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（宮本博之議員） 渡辺議員。 

○３番（渡辺ゆう子議員） 法整備はこれからという

ふうに報道がされております。４月から特養に限り、

こういう行為が認められているということで、進めて

いるところもあるということなんですけれども、その

前にもモデル事業をやられていて、そういう結果に基

づいて昨年の４月から措置がされたと報道されました

が、昨年の秋には今後に向けての新たなモデル事業と

いうことで研修の事業、それと、その研修の後に、こ

としの３月からは全国でモデル事業でやっていくとい

うことが報道されておりました。三山園でも、昨年の

秋に看護師さんが指導の立場の研修を受けられたと伺

いましたけれども、これは、国のモデル事業との関連

でこういうことをやっているんでしょうか。 

○議長（宮本博之議員） 答弁を求めます。 

 滝口三山園長。 

○三山園長（滝口統弘） 指導看護師になるための研

修につきましては、三山園の看護師が１名ですけれど

も、11月、県レベルの研修に参加しております。これ

についてはモデル事業ということでの参加ではなく

て、国レベル、厚生労働省の研修を看護職が受けて、

その下にあります各施設の指導看護職として指導する

ための研修に参加したものであります。今現在、三山

園の中でも準備を進めておりますけれども、期間的に

は勤務しながらの研修でございますので、それ相当の

時間はかかるものかなとは思っておりますが、いわゆ

る国の研修という形でのものではございません。 

 以上です。 

○議長（宮本博之議員） 渡辺議員。 

○３番（渡辺ゆう子議員） 研修に時間がかかるとい

うふうにお話しいただきましたけれども、いつごろか

らそれを実際に行うという計画もおありなんでしょう
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か。 

○議長（宮本博之議員） 滝口三山園長。 

○三山園長（滝口統弘） これにつきましては、看護

師、主任看護師、あるいは介護職員との協議も必要に

なってくると思うんですが、まず選定とか、介護職員

が実際に吸引をやるという了解のもととか、あるいは

入所者さんの家族の了解、そういったことも含めて、

日数的にはちょっと計算できませんけれども、23年度

早目、あるいは中盤ぐらいまでの想定は考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（宮本博之議員） 渡辺議員。 

○３番（渡辺ゆう子議員） 23年の途中で考えていら

っしゃるということなんですが、そうすると、予算に

かかわる部分で反映されているところがあったら、ど

の部分で見込んでいるとか、それをお知らせいただき

たいんですけれども。 

○議長（宮本博之議員） 滝口三山園長。 

○三山園長（滝口統弘） これにつきましては、各セ

クションの介護職員に指導看護師が勤務時間を割いて

研修になりますので、基本的には職員の時間外手当が

増額するのかなと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（宮本博之議員） 渡辺議員。 

○３番（渡辺ゆう子議員） これで看護師を削減する

とか、そういうことではないという、これからのやり

方というのは理解しておりますけれども、現状、さっ

き入所者の方々の様子を伺いますと、今の看護師さん

の配置ではとても対応できないということは明らかで

すよね。介護士が全面的にではなくても補佐的に対応

していくということですが、やはり看護師の配置をふ

やすことも必要ではないかと思いますけれども、実態

の中でどのようにお考えでしょうか。 

○議長（宮本博之議員） 答弁を求めます。 

 事務局長。 

○事務局長（寺田一男） 昨年、看護職員の退職等が

ございまして、これの退職補充につきましては、関係

市のご協力をいただきながら募集し、採用に努力して

きたわけなんですが、なかなか応募がいただけない。

また、応募がありましても、最終的にはご辞退が出る

などで、なかなか退職補充ができない実態でございま

して、これについては引き続きいろんな方面に協力を

お願いいたしまして、確保に努めていきたいと考えて

ございます。その確保ができなかった時点での体制の

応急的な対応ということは、先ほど園長のほうから申

し上げましたが、まずは確保に努めてまいりたい、そ

のように考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（宮本博之議員） 渡辺議員。 

○３番（渡辺ゆう子議員） 退職者の補充ができない

問題、看護師不足の問題も本当に深刻であり、これら

の努力も引き続きお願いしたいんですけれども、そも

そも基準を上回っての配置かと思いますが、もともと

の基準も現実には対応できてないと私などは認識して

おりますので、やはり現場からそういうことが改善に

つながるような声も上げていただきたいなと、これは

要望しておきます。 

 では、次の質問なんですが、このように重度の介護

を必要としている、医療を必要としている方の入所が

多いということで、看護職の方も大変ご苦労が多いか

と思うんです。職員の定着の状況もよくないというこ

とで、この間、著しい退職者が出るということではな

かったかと思うんですけれども、やはり引き続き職員

の皆さんの定着の努力が求められていると思います。

また、デイサービスなども重度の認知症の方とかがか

なり多くて、現場も見させていただいて、事業のサー

ビスの中身というのが専門的な努力が必要かなと感じ

ております。こういう手だてというのはどのようにさ

れているんでしょうか、伺います。 

○議長（宮本博之議員） 答弁を求めます。 

 管理次長。 

○管理次長（川﨑和信） 三山園の過去数年におきま

す常勤職員の普通退職の状況につきましては、腰痛等

によりましての身体的負担、あるいは子育て、親の介

護等の家庭の事情によるものが理由の主なものでござ

います。職員の健康面での対策といたしましては、腰

痛防止のための介護技術研修会等への参加や定期的に

健康診断、検査等の実施、また、産業医として委託を
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しております済生会習志野病院への相談など、健康管

理には十分配慮いたしております。また、比較的勤務

経験の浅い職員の退職が多くございますことから、ベ

テラン職員によります指導体制の強化、あるいは施設

内外での職種別研修会等への参加などとあわせまし

て、職員が定着できるような明るく働きやすい職場環

境づくりにも努め、介護サービスの低下を来さないよ

う人材確保に努力をしていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（宮本博之議員） 渡辺議員。 

○３番（渡辺ゆう子議員） それでは、勤務の関係で

予算書の29ページに職員手当の内訳が出ております。

これを見ますと、夜間勤務手当のほうが前年度よりも

かなりふえています。これの理由を教えてください。 

○議長（宮本博之議員） 答弁を求めます。 

 管理次長。 

○管理次長（川﨑和信） 夜間勤務手当につきまして

は、正規の勤務時間として、深夜、夜10時から朝の５

時まで勤務した場合に支給をされる手当でございま

す。三山園におきましては、夜間の体制が夕方の４時

45分から翌日の朝９時45分までの勤務となっておりま

すが、夜の11時から朝の５時までは仮眠時間帯として

設定をいたしており、勤務時間から６時間を今まで除

外しておりました。しかし、認知症や重篤な入所者が

ふえておりまして、おむつ交換等に要する時間もふえ

てきましたことから、６時間の仮眠時間の取得が困難

な状況になってございます。このような実態に合わせ

るため、現場からの要望も踏まえまして、勤務時間か

ら除いております仮眠時間の６時間を４時間に短縮い

たしまして、勤務時間を２時間ふやすよう変更を予定

しているところでございます。この２時間分に対して

支給をいたします夜間勤務手当が増加するということ

でございます。なお、夜勤の勤務時間がふえることに

伴いまして付与される休日については、１カ月当たり、

おおむね１日程度増加することになります。 

 以上でございます。 

○議長（宮本博之議員） 渡辺議員。 

○３番（渡辺ゆう子議員） 実態に合わせてというこ

とですが、この２時間分という程度で実態に見合うも

のになるんでしょうか。 

○議長（宮本博之議員） 管理次長。 

○管理次長（川﨑和信） 現場の対応としては、その

ような形になります。 

 以上でございます。 

○議長（宮本博之議員） 渡辺議員。 

○３番（渡辺ゆう子議員） では、斎場に関して伺い

ます。ちょっと中身が見えなかったので細かな数字を

伺いたいんですけれども、斎場でお骨の灰です。これ

は全部遺族の方にお返しするんですけれども、やはり

残灰が残るわけで、その処理がどうなっているのかな

という疑問を持ちました。この残灰の処理についての

費用というのがどこの項目に入っていて幾らの予算に

なっているのか教えてください。 

○議長（宮本博之議員） 答弁を求めます。 

 事務局長。 

○事務局長（寺田一男） 残灰の処理についてのご質

問ですけれども、予算書の25ページを見ていただきた

いと思います。上段にございます委託料のうち、一般

委託料が5,100万円の計上をさせていただいてござい

ます。この業務委託というのは、火葬業務が本来の中

心業務なんですが、これに合わせまして、機器の点検

ですとか、それから火葬後に残ります灰の処理、これ

らを含めまして委託として発注をする予定でございま

す。これまでもそのようにやってきてございまして、

その中での処理対応というふうになってまいります。 

 以上でございます。 

○議長（宮本博之議員） 渡辺議員。 

○３番（渡辺ゆう子議員） 含んでということでした

けれども、これは再委託ということになっているんで

すか。 

○議長（宮本博之議員） 事務局長。 

○事務局長（寺田一男） 再委託ということではない

んですが、受注業者がそれらの業務も行いながらとい

う考え方ではおります。 

○議長（宮本博之議員） 渡辺議員。 

○３番（渡辺ゆう子議員） 済みません、ちょっと理

解できなかったんですけれども、残灰処理ということ

を四市が直接に契約しているのではないんですか。 



 

 - 8 - 

○議長（宮本博之議員） 答弁を求めます。 

 事務局長。 

○事務局長（寺田一男） 私たちとしては、再委託と

いうものに当たるとは思っていないんです。直接ご委

託をして受託していただいているというふうに考えて

ございます。 

○議長（宮本博之議員） 渡辺議員、ちょっと休ん

でいただけますか。手が挙がっていますから。 

 豊田議員。 

○10番（豊田俊郎議員） 第２斎場の件についてお尋

ねをしたいと思います。今回設定されました第２斎場

の計画予定地でございますけれども、市内的には、八

千代市はご案内のとおり合併した市町村でございまし

て、旧地名で言いますと睦地区というところに当たる

わけでございます。睦地区には、いわゆるコミュニテ

ィーが形成されておりまして、新旧合わせまして大体

25前後の自治会が組織されておりますが、できること

であれば、ぜひ自治会別の説明会の開催等をしていた

だきたいと思っておりますけれども、事務局とすれば、

このような計画をしてもらえるかどうかお尋ねしたい

と思います。 

○議長（宮本博之議員） 答弁を求めます。 

 事務局長。 

○事務局長（寺田一男） 豊田八千代市長さんからの

ご要望でございますが、これまでは、むしろ睦地区、

いわゆる25自治会の集合という形でご説明をさせてい

ただきました。ただ、その説明を進める中で、より地

元、近いところへのご説明が必ずしも十分ではないの

ではないかというご要望も一方でございます。やはり

こういったご要望にきちっとこたえていく必要があろ

うかと思ってございまして、地元八千代市さんとご協

力をしながら、こういった自治会単位の説明につきま

しても、どこが適切でどこが必要なのかということを

見きわめながら進めてまいりたいとは考えてございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（宮本博之議員） 豊田議員。 

○10番（豊田俊郎議員） ぜひ早い時期に計画等をつ

くっていただいて、各議員に大まかな計画図を示され

たようでございますので、その辺も含めて説明会の開

催を要望しておきたいと思います。 

○議長（宮本博之議員） ほかに質問ございません

か。 

 渡辺議員。 

○３番（渡辺ゆう子議員） 第２斎場のことが出まし

たので、今のご答弁で、より近い住民の皆さんに説明

会をということでしたけれども、日程とか、具体的に

どのような計画を持っていらっしゃるんでしょうか。 

○議長（宮本博之議員） 答弁を求めます。 

 吉野第２斎場整備室長。 

○第２斎場整備室長（吉野裕重） 今後の地域への説

明、特にいわゆる町会単位ということで私ども努めて

まいりたいと思っております。具体的な日程につきま

しては、私ども組合のほうではまだ持っておりません

が、八千代市さんとのご協議をする中で、できるだけ

早く設定をしていきたいと、このように考えておりま

す。 

○議長（宮本博之議員） 渡辺議員。 

○３番（渡辺ゆう子議員） できるだけ早くというこ

となんですが、例えば回数、昨年は２回とか３回と伺

いましたが、まだまだ反対の方が多い中で、今後、回

数はこのぐらいで納得いただけるとか、そういうもの

ではないと思うんですけれども、それでも計画という

のはお持ちだと思うので、どのぐらいを考えていらっ

しゃるんでしょうか。 

○議長（宮本博之議員） 答弁を求めます。 

 吉野整備室長。 

○第２斎場整備室長（吉野裕重） 具体的な数字はな

かなか難しいものがございますけれども、当初、２年

ほど前に用地を決定して取り組んだ中の状況から申し

上げますと、私どもといたしましては、まず年度が明

けましてすぐに、前例から申し上げますと５月ごろに

実施しておりますので、できましたらそのぐらいを１

つの目安としてまいりたいと思っております。回数に

つきましては、１つの町会だけというふうにはまいら

ないと思いますので、町会との日程調整を行う中で、

できればそれぞれ数回は設定してまいりたいと思いま

す。もう１点は、町会以外に近隣の地権者の皆さんも
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いらっしゃいますので、そちらの方々へのお話もあわ

せて設定したいと思っています。対象が１つの町会等

ではございませんので、なかなか難しいんですが、で

きる限りの回数を我々は考えたいと思います。 

 以上です。 

○議長（宮本博之議員） 渡辺議員。 

○３番（渡辺ゆう子議員） 基本計画の説明をいただ

きました。住民の皆さんの合意が得られれば、建設計

画を前に進めていくということになるんですけれど

も、やはり大きな施設が建つ、自然の中につくるとい

うことでいろいろな影響が心配されるわけですが、そ

れでいろんな調査の予算づけもされております。具体

的な影響、例えば緑地の減少であるとか、地形をいじ

るとか、排水や排気とか、雨水の影響とか、いろいろ

あると思うんですが、その辺はどのような懸念事項が

あるとお考えでしょうか。 

○議長（宮本博之議員） 答弁を求めます。 

 整備室長。 

○第２斎場整備室長（吉野裕重） ただいまのご質問

につきましては、私ども周辺環境ということで考え方

を大きく２つ持っております。 

 １つは、地域の環境という中で、ただいまお話のあ

りました緑地ですとか地形、また、周辺は農地が多く

ございますので、農地など自然環境との兼ね合いでご

ざいますが、これにつきましては、今後さらに建設計

画の詳細を検討していく中で緑地の保全、あるいは景

観上の影響を、これは23年度予算計上しております環

境影響評価の中でも評価の項目となっておりますの

で、こういったことを把握して地域への影響を極力少

なくする、もしくは緩和する方策を講じていく必要が

あると考えます。 

 もう１点、工事、あるいは施設が稼働、運営する段

階で起こり得る幾つかの影響、例えば排水ですとか排

気、交通につきましても、やはり地域には何らかの影

響を及ぼすと考えられますので、環境影響評価の中で

事前の把握を詳細に行いまして、その影響の度合いを

減らす、または予防措置、そういった対策を講じるよ

うなことが重要であると認識しております。 

 以上です。 

○議長（宮本博之議員） 渡辺議員。 

○３番（渡辺ゆう子議員） よろしくお願いしたいと

思います。 

 それから、斎場の運営のことなんですが、近年、経

済的に葬祭費用が大変お困りになっているという声を

私たちも聞いております。万が一のときに費用がなく

てどうしようと心配されている方が多いんですけれど

も、そういう相談の対応がどうなっているのかお伺い

します。 

○議長（宮本博之議員） 答弁を求めます。 

 杉山斎場長。 

○斎場長（杉山肇） 私どもでは、ご遺族が葬儀を行

うに当たりましては、葬儀社を利用しないなど、費用

をかけないで葬儀をとり行うことに関する相談の件数

が非常に増加してきております。斎場での相談の対応

といたしましては、職員が相談室または電話にて行っ

ております。平成22年度１月までの相談件数は、相談

室対応が72件、電話対応が246件、合計318件となって

おります。ちなみに馬込斎場第４式場を利用された場

合の一般的な料金は、式場、遺体保管室、火葬、霊柩

車等の料金とひつぎ、仏衣、納骨容器の実費頒布費用

を含めまして８万9,000円程度となっております。ま

た、年々増加傾向にあります保管室からの出棺、いわ

ゆる直葬と言われるものでございますが、遺体保管室、

火葬、霊柩車等の料金とひつぎ、仏衣、納骨容器の実

費頒布費用を含めまして３万6,000円程度となってお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（宮本博之議員） 渡辺議員。 

○３番（渡辺ゆう子議員） 済みません、今、平成22

年１月までとおっしゃいましたが、いつからいつまで

か、もう１度教えてください。 

○議長（宮本博之議員） 杉山斎場長。 

○斎場長（杉山肇） 平成22年の４月からことしの１

月まででございます。 

○議長（宮本博之議員） 渡辺議員。 

○３番（渡辺ゆう子議員） ありがとうございました。

どこに相談していいかわからない方もあると思います

ので、ぜひ周知を工夫して、相談窓口があるというこ



 

 - 10 - 

とを住民の方にお知らせするということをお願いした

いと思います。 

 それから、最後の質問にいたしますが、この間、船

橋市職員の給与引き下げで、四市では船橋市の職員の

給与に準ずるということになっているので、自動的に

船橋市職員の給与引き下げの影響を受けて引き下がっ

てきているわけですけれども、四市の職員給与はこの

ように引き下げが続いております。この間、どの程度

減少しているのかということを数字でお示しいただき

たいんですが、３年であるとか、５年であるとか、出

せる範囲で結構なんですけれども、１人当たりの平均

給与の推移、初任給の推移をお知らせいただきたいと

思います。 

○議長（宮本博之議員） 答弁を求めます。 

 事務局長。 

○事務局長（寺田一男） ご質問の、まず平均給与の

件ですが、今、資料を手元で持っております５年の期

間での比較をいたしますと、予算書の関係では31ペー

ジをごらんいただきたいと思います。３番に、23年１

月１日現在におけます平均給与月額というのがござい

ます。ちなみに一般職の平均給与月額は46万2,773円と

なってございますが、これと同様に算出いたしました

平成19年度の数値を申し上げますと52万2,001円とい

う金額でございます。この差でございますけれども、

５万9,228円の差になってございます。これは職員の平

均的な金額となっております。 

 もう１つのご質問の初任給の件なんですけれども、

初任給につきましては、やはりこれも一般職の職員の

中から短大卒の方の比較をさせていただきたいと思う

んですが、それによりますと、19年度の一般職短大卒

では15万9,700円でございましたものが、23年では15

万8,700円、差としましては1,000円程度になってござ

います。ただ、19年から23年の中では一度上がってま

た下がるという状況がございまして、ちなみにこの５

年間で一番高かったのが20年でございます。20年では

16万1,600円となってございまして、一番高かったとき

と予算のほうでお示ししましたものと比べますと

2,900円安くなっている、そのような状況になってござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（宮本博之議員） ほかに質疑ありませんか。 

 横山議員。 

○９番（横山博美議員） 先ほど質問がありましたけ

れども、第２斎場の件でございます。各自治会、細か

い自治会のところへ行って説明をしてくださいという

要望がありました。私は、確かにそれが一番いいかな

と思います。各自治会によって、それぞれ事情が違う

と思うんですよ。反対する理由というのも明らかにさ

れてくるのかなと思いますし、先ほど言われた環境に

対する問題点もしっかりととらえておかないと、そう

いう話し合いのときに、その辺の内容を必ず聞かれる

と思います。その辺についてしっかりとした答弁がで

きないと、これは反対の理由がさらに悪化していくと

考えられますので、ぜひ勉強して対応していただきた

いなと思います。そうすることによって少しずつ進歩

していくのかなと私は思いますけれども、反対者がど

のぐらいいるのか、どういう理由なのかをしっかりさ

せることがまず解決の糸口だなと思いますので、よろ

しくお願いしたいなと思います。 

 以上です。 

○議長（宮本博之議員） 答弁を求めなくていいです

か。 

○９番（横山博美議員） いいです。 

○議長（宮本博之議員） ほかに質疑ありませんか。 

 海老原議員。 

○８番（海老原髙義議員） 先ほどうちの豊田市長か

らもいろいろ質疑があり、今、横山議員からもありま

したけれども、この問題は、最初、６カ所、７カ所の

中から、ここに決定したのは２年前ですか。そういう

中で地元に何の話もなくて、ここが一番いいだろうと。

確かに私らも現場を見ますと、いいところなんですよ。

だけど、地元に何の説明もなくて、あそこに決定した

ということについての経過から、近隣住民の皆さん、

それから地元の皆さん、そういう方に寝耳に水みたい

な、私が皆さんにも言ったとおり、成田空港の問題と

同じように、閣議決定ですよといって、いまだにあれ

が完全な飛行場としての機能をなしていませんよね。

この問題も２年前にそういうふうにして、規模はまる
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っきり違う話なんですけれども、地元で何を要望して

いるか。そうかといって、これ、地元説明会をやって

いるのは決定してから２回ですか、３回ですか。そん

な程度でしょう。それで、それだけの年数かかっちゃ

っているんです。 

 ですから、23年度は、うちの豊田市長も横山議員も

申しましたけれども、どのような要望で、どういう形

にすれば了解が得られるのか、どうしても反対なのか、

そういう詳細にわたって個々に地元説明会を早急にや

るべきだと私は思います。その点は、１年たっても２

年たっても２回か３回の説明会では、それこそ腕組み

して見ているだけで、何とか方法がないかと。いろい

ろ説明して前に進まなかったら、これは何年たったっ

て解決しませんよ。ですから、その問題を平成23年度

には整備室の吉野室長以下、徹底的に取り組んで対応

していただきたいなと、かように思います。 

 以上です。 

○議長（宮本博之議員） 答弁を求めますか。 

○８番（海老原髙義議員） 要らないです。 

○議長（宮本博之議員） ほかに質疑ありませんか。 

     ［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本博之議員） 質疑なしと認めます。 

 よって、質疑を終結いたします。 

   ……………………………………………… 

○議長（宮本博之議員） これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

 渡辺議員。 

○３番（渡辺ゆう子議員） では、賛成の立場から討

論をさせていただきます。 

 社会福祉士、介護福祉士法改正で、医療的ケアを介

護福祉士の業務に位置づけていくことが進められてお

ります。具体的には、たんの吸引と経管栄養の処置を

介護職が行うことの法整備で、2012年度から施行の準

備と報道されています。たんの吸引は、管の挿入など

による損傷や窒息、経管栄養では誤って気管に入るこ

とで生じる誤嚥性肺炎などの危険性が指摘をされてき

ております。これらが医療行為である必然がないと歓

迎する意見もありますけれども、介護職に携わる皆さ

んからは不安の声が挙げられています。昨年から特養

ホームでたんの吸引と胃瘻の一部ができることにな

り、既に職員の皆さんの研修が行われているとのこと

ですが、現場の方たちの意見や不安の声などを聞くこ

とを重視して取り組んでいただきたいと思います。ま

た、このことで看護師の配置を後退させることのない

よう指摘をしておきたいと思います。公的施設として

必要な人員の確保、配置で施設運営に当たっていただ

きたいことを要望いたします。 

 斎場の運営についてですけれども、近年、経済的に

葬儀を行うことが困難という世帯が大変多くなってお

ります。これらの不安をお持ちの皆さんのニーズに対

応する手だてをお願いしたいと思います。すぐにでき

ることとして、先ほど申しましたけれども、周知の徹

底ですね。例えば各市の広報で相談窓口をお知らせす

るなど、広く知らせていくことを要望いたします。第

２斎場建設に向けては、細かな地元説明会を複数回持

って対応していくという、今後努力の姿勢が示されま

した。ぜひそういうことで努力を積み重ねていってい

ただいて、関係者の皆さんの合意をきちんと得ていく

合意形成への努力をよろしくお願いします。 

 また、年々給与の引き下げが行われております。公

務労働の賃金の引き下げは民間の賃金にも影響し、負

のスパイラルの連鎖となっています。働く人たちの生

活への影響や働く意欲の低下も心配がされているとこ

ろです。そして、地域内の消費にもマイナスの影響が

現に大きく及んでいます。予算には賛成いたしますけ

れども、この職員給与の引き下げには強く反対する意

見を表明して討論といたします。 

 以上です。 

○議長（宮本博之議員） ほかに討論ありませんか。 

     ［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本博之議員） 討論なしと認めます。 

 よって、討論を終結いたします。 

   ……………………………………………… 

○議長（宮本博之議員） これより採決に入ります。 

 本案を原案のとおり可決することに賛成の方の起立

を求めます。 

     ［賛成者起立］ 

○議長（宮本博之議員） 起立全員であります。 
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 よって、本案は原案のとおり可決することに決しま

した。 

   ────────────────── 

○議長（宮本博之議員） 日程第５、議案第２号平成

22年度四市複合事務組合補正予算を議題とします。 

     [議案第２号は巻末に掲載] 

○議長（宮本博之議員） 提出者から提案説明を求め

ます。 

 事務局長。 

○事務局長（寺田一男） 議案第２号平成22年度四市

複合事務組合補正予算についてご説明申し上げます。 

 補正予算書の１ページをお開きください。 

 平成22年度予算におきまして、歳入歳出それぞれ総

額で12億1,590万円のご承認をいただいておりますが、

先ほど新年度予算の説明の中でも申し上げましたとお

り、第２斎場整備事業への地元のご理解が依然難しい

状況の中で関係予算の一部執行を見合わさざるを得な

いことから、第１条のとおり、歳入歳出それぞれ6,215

万円の減額を行いまして、歳入歳出予算総額を11億

5,375万円とするものでございます。 

 次に、第２条につきましては、これに伴いまして債

務負担行為の今年度での執行が困難なことから、22年

度での設定廃止をお願いするものでございます。 

 それぞれの詳細につきましてご説明をさせていただ

きますので、事項別明細書６ページをお開きください。 

 まず歳出ですが、４款衛生費の１項斎場費、３目第

２斎場整備費の13節委託料に計上しておりました埋蔵

文化財の発掘、環境影響評価に関します調査費の一般

委託料を6,215万円減額いたします。 

 続きまして、５ページにお戻り願いたいんですが、

この財源でございます歳入につきましては、１款分担

金及び負担金、２目衛生費負担金、１節斎場費負担金

に計上してございました関係市分賦金を同じ額、6,215

万円減額するものでございます。 

 最後になりますが、７ページへお進みください。債

務負担の関係について記してございます。債務負担行

為につきましては、第２斎場環境影響評価調査業務委

託料として、平成22年度から23年度の期間で1,500万円

を限度額として設定してございました。今年度での執

行が難しいと見込まれましたことから、22年度での設

定を廃止するものでございます。 

 以上が平成22年度補正予算に関しますご説明でござ

います。何とぞご審議の上、ご協賛賜りますよう、よ

ろしくお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

○議長（宮本博之議員） これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

     ［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本博之議員） 質疑なしと認めます。 

 よって、質疑を終結いたします。 

   ……………………………………………… 

○議長（宮本博之議員） これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

     ［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮本博之議員） 討論なしと認めます。 

 よって、討論を終結いたします。 

   ……………………………………………… 

○議長（宮本博之議員） これより採決に入ります。 

 本案を原案のとおり可決することに賛成の方の起立

を求めます。 

     ［賛成者起立］ 

○議長（宮本博之議員） 起立全員であります。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決しま

した。 

   ────────────────── 

○議長（宮本博之議員） 日程第６、会議録署名議員

の指名を行います。 

 会議録署名議員に渡辺ゆう子議員及び荒木勇議員を

指名します。 

   ────────────────── 

○議長（宮本博之議員） 以上で、本定例会の会議に

付された事件の審議は全部終了いたしました。 

   ────────────────── 

○議長（宮本博之議員） これをもちまして、平成23

年四市複合事務組合議会第１回定例会を閉会します。 

 慎重審議大変ご苦労さまでした。 

     午後３時10分閉会 

   ────────────────── 
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